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徳島大学協働研究所規則 

 

（趣旨） 

第１条 徳島大学（以下「本学」という。）における協働研究所の設置及び運営については，他に

特段の定めのある場合を除いては，この規則の定めるところによる。 

（目的） 

第２条 協働研究所は，多面的な産学協働活動を展開する拠点として，外部の企業等（以下「外

部機関」という。）とともに本学における研究成果の産業界への活用促進，研究の高度化及び高

度人材育成の充実を図ることを目的とする。 

（定義） 

第３条 この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定めるところ

による。 

(1) 部局 各学部，大学院各研究部，教養教育院，先端酵素学研究所，ポストＬＥＤフォトニ

クス研究所，徳島大学学則（昭和３３年規則第９号。以下「学則」という。）第４条に定める

共同教育研究施設等，病院及び学則第７条の６に定めるその他の組織をいう。 

(2) 部局長 前号に規定する部局の長をいう。 

(3) 設置部局 協働研究所を設置する部局をいう。 

(4) 連携部局 協働研究所の活動を設置部局と連携して行う部局をいう。 

（名称） 

第４条 協働研究所の名称には，原則として当該協働研究所における研究の内容を示す名称，外

部機関が明らかとなる名称又はその両方を付すものとする。 

（存続期間） 

第５条 協働研究所の存続期間は，原則として３年以上１０年以下とする。 

２ 協働研究所の存続期間は，更新することができる。 

３ 協働研究所の存続期間を更新する場合の手続は，設置の手続に準じて行うものとする。 

（協働研究所の構成等） 

第６条 協働研究所に，次の職員を置く。 

(1) 所長 

(2) 副所長 

(3) 協働研究教員 

(4) 特任教員 

(5) 招へい教員 

(6) その他所長が必要と認める者 

２ 前項の職員のほか，所長が必要と認める場合は，顧問を置くことができる。 

（所長） 

第７条 所長は，原則として，設置部局の教員のうちから部局長が指名する者をもって充てる。 

２ 所長は，協働研究所の管理運営を行う。 

３ 所長の任期は，３年とする。ただし，所長が任期の途中で欠員となった場合の後任者の任期

は，前任者の残任期間とする。 
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４ 所長は，再任されることができる。 

（副所長） 

第８条 副所長は，所長が指名する者をもって充てる。 

２ 副所長は，所長の職務を補佐する。 

３ 副所長の任期は，１年とする。ただし，副所長が任期の途中で欠員となった場合の後任者の

任期は，前任者の残任期間とする。 

４ 副所長は，再任されることができる。 

（協働研究教員） 

第９条 協働研究教員は，設置部局又は連携部局に所属する本学の専任教員のうちから，設置部

局の部局長が指名する者をもって充てる。この場合において，連携部局に所属する教員を指名

するときは，連携部局の部局長の承諾を得るものとする。 

２ 協働研究教員は，協働研究所における研究等に従事する。 

 （特任教員） 

第１０条 特任教員は，協働研究所における研究に従事するほか，協働研究所における研究の遂

行に支障がない範囲内で，授業，研究指導等を担当することができる。 

（招へい教員） 

第１１条 招へい教員の選考は，外部機関の推薦により，第１７条に定める連携協議会の議を経

て，学長が行う。 

２ 学長は，招へい教員の受入れに際し，本学の教員と同等の資格があると認められる者に対し

ては，招へい教授，招へい准教授又は招へい研究員の称号を付与することができる。 

３ 招へい教員は，協働研究所における研究等に従事する。 

（顧問） 

第１２条 顧問は，第２条に掲げる目的に関し卓越した見識を有する外部の者をもって充て，所

長が指名する。 

２ 顧問は，所長の求めに応じ，協働研究所の運営等に関して助言を行う。 

（設置の申請） 

第１３条 学長は，外部機関から協働研究所設置申込書（別記様式第１号）の提出があった場合

は，協働研究所を設置しようとする部局長に設置の可否について意見を求めるものとする。 

２ 部局長は，前項の意見の求めがあった場合において，協働研究所の設置を必要と認めたとき

は，教授会（教授会を置かない部局にあっては，当該部局の管理運営に関する事項を審議する

運営委員会等）の議を経て，協働研究所の概要（別記様式第２号）を添えて協働研究所の設置

を学長に申請するものとする。 

（設置の決定） 

第１４条 学長は，前条の申請があった場合は，協働研究所の設置について役員会及び教育研究

評議会に諮るものとする。 

２ 学長は，前項の審議の結果に基づき，協働研究所の設置を決定し，当該部局長に通知するも

のとする。 

（契約の締結） 

第１５条 学長は，協働研究所を設置するときは，外部機関の長（権限を委任された者を含む。）
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と協働研究所設置契約を締結するものとする。 

（変更を加える場合の手続） 

第１６条 協働研究所の内容に重大な変更を加える場合の手続は，設置の手続に準じて行うもの

とする。 

（連携協議会） 

第１７条 協働研究所に，協働研究所の教育研究活動に関して協議するため，連携協議会を置く。 

（連携協議会の構成員等） 

第１８条 連携協議会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 所長 

(2) 副所長 

(3) その他連携協議会が必要と認めた者 

２ 連携協議会に議長を置き，所長をもって充てる。 

３ 議長は，連携協議会を主宰する。 

４ 議長に事故があるときは，副所長がその職務を代理する。 

５ その他連携協議会に関し必要な事項は，協働研究所が別に定める。 

（外部機関の自主的な研究） 

第１９条 外部機関は，協働研究所において自主的な研究を行うことができる。ただし，当該研

究の内容が第２条の目的の達成に資するものでなければならない。 

（他の研究機関との共同研究等） 

第２０条 本学と外部機関は，その合意により，外部機関以外の研究機関（以下「第三者」とい

う。）と協働研究所における研究に関連した共同研究を行い，又は第三者への委託研究を行うこ

とができる。 

（経費の受入れ） 

第２１条 協働研究所の設置に係る経費は，その存続期間に係る総額を一括して受け入れること

を原則とする。ただし，継続して受け入れることが確実であるときは，年度ごとに必要な経費

を分割して受け入れることができる。 

（経理等） 

第２２条 特任教員の給与，研究費，協働研究所に係るすべての経費は，前条により受け入れた

金額により経理し，支弁するものとする。 

（共同研究の取扱い） 

第２３条 協働研究所で実施する共同研究の取扱いについては，国立大学法人徳島大学共同研究

取扱規則（平成１６年度規則第６７号。以下「共同研究取扱規則」という。）に定めるところに

よる。 

２ 前項の場合において，共同研究取扱規則第２条第２号に定める外部機関等共同研究員に係る

研究料については，本学と外部機関との協議により納付を免除することができる。 

３ この規則の規定と共同研究取扱規則の規定が競合する場合は，この規則の規定が優先するも

のとする。 

４ 協働研究所で実施する共同研究を除く研究活動に係る知的財産権等の取扱いについては，共

同研究取扱規則第１５条から第１８条までの規定を準用する。 
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（雑則） 

第２４条 この規則に定めるもののほか，協働研究所について必要な事項は，別に定める。 

附 則 

この規則は，令和２年１０月１日から施行する。 
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別記様式第１号（第１３条関係） 
（和暦）  年  月  日 

徳島大学長 殿 
住  所  
名   称  
役職・氏名             印 

 

協働研究所設置申込書 
 徳島大学協働研究所規則に従い，下記のとおり協働研究所設置を申し込みます。  

記 

１．協働研究所の名称  

２．協働研究所設置目的， 
研究目的及び課題（テー

マ） 

設置目的： 
 
 
研究目的及び課題（テーマ）： 
 
 

３．協働研究所設置期間 （和暦）  年  月  日 ～ （和暦）  年  月  日 

４．協働研究所設置部局名  
５．協働研究所設置場所 
※本研究所の拠点となる具体的な場

所を記載願います。 

例）○○棟△階□□号室 など 

 

６．協働研究所設置に要す

る経費の負担総額 
円 

（消費税額及び地方消費税額を含む。） 

７．企業等外部機関側研究

代表者(所属，職・氏名) 
 所  属： 
 職・氏名： 

８．企業等外部機関側連絡

担当者(住所，所属，職・

氏名，電話，E-mail) 

 住  所：〒 
所  属： 
職・氏名： 

 電  話： 
 E-mail ： 

９．徳島大学側研究代表者 
(所属，職・氏名) 

所  属： 
職・氏名： 

１０．その他必要な事項 

(経費の納入時期・納入金額を記載) 
（和暦） 年  月  日          円 納入予定 
（和暦） 年  月  日          円 納入予定 
（和暦） 年  月  日          円 納入予定 
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別記様式第２号（第１３条関係） 
協働研究所の概要 

１．協働研究所設置部局名 
 
 

２．企業等外部機関名等 
企業等外部機関名： 
本社所在地：住所 
設立：年月 ※年まででも可 
資本金：〇〇円（（和暦）〇年〇月〇日現在） 
代表者：氏名（役職） 
従業員数：〇〇人 
主な事業内容： 
 

３．協働研究所設置期間 
（和暦）  年  月  日～（和暦）  年  月  日 
 

４．協働研究所に要する経費の負担額 
（１）総表 

 (金額単位：円) 

 金 額 累 計 

 (和
暦) 
 
年 
度 

直接経費   

間接経費   

研究料   

合計   

 (和
暦) 
 
年 
度 

直接経費   

間接経費   

研究料   

合計   

(和
暦) 
 

直接経費   

間接経費   
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年 
度 

研究料   

合計   

全期間合計  

 
 
（２）積算内訳 

                               (金額単位：円) 

区  分 
内   訳 

備考 
（和暦） 年度 （和暦） 年度 （和暦） 年度 

①人件費     
  人件費（職名・○人）＊     
  謝金 ＊     

②研究費     
  設備備品費     
  消耗品費等     
  施設利用負担金     
  光熱水費     
  借料     
  その他     

③旅費     
  国外旅費 ＊     
  国内旅費     
④消費税相当額     
  （＊の 10%）     
小計（①＋②＋③＋④）     
⑤間接経費 

（小計の 30%） 
    

⑥研究料     
  外部機関等研究員（〇人）     
合計（小計＋⑤＋⑥）     

経費総額   
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５．協働研究所の活動に供する施設及び設備 
 

区分 施設の名称 
設   備 

名称 規格 数量 

徳島

大学 

    

    

企業

等外

部機

関 

    

 
   

 
６．研究体制 

 

区分 氏名 所属部局・職名 本研究における役割 

徳島大学 

※   

    

    

企業等外部機関 

※   

    

    

氏名の前の※印は代表者を，◎は所長を，〇は副所長を，△は外部機関等共同研究員を示す。 
  
７．設置時の連携部局（予定） 
 


